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日本留学の動向と課題

○丸山　それでは、3人目の登壇者ご紹介申し上げます。インドネシアからのゼ
ニ・クルニアワン先生です。ゼニ先生はジョゴロト国立高校の先生でいらっしゃ
います。またンドネシアに全国の高校日本語教師会というのが 2,000 人規模で
展開されているそうなのですが、その会長を長くお務めでいらっしゃった先生で
いらっしゃいます。ゼニ先生、どうぞよろしくお願いいたします。
○ゼニ　皆さん、こんにちは。ゼニと申します。インドネシアから来ました。こ
のシンポジウムに招待してくださってまことにありがとうございます。【スライ
ド⑤-1】
私は日本語教師としてだいたい 22年務めました。それから、全国高校日本語教
師会の会長を 2012 年から 2018 年までしていました。日本語教師会はジャパ
ンファンデ―ションにサポートしていただいて、1年に 1回、ゼミとかワーク
ショップを行いました。【スライド⑤-2】
　このシンポジウムでは、インドネシア国での日本語教育と、インドネシアの高
校生の日本語留学への志向をお話したいと思います。【スライド⑤-3】
　まず、インドネシア国での日本語教育です。【スライド⑤-4】
ジャパンファンデーションの調査によると、だいたい日本語の学校は 2,000 校。
日本語教師は 1,750 人。そして、学習者はだいたい 60万人ぐらいです。でも、
この調査はまだ調査中です。【スライド⑤-5】
全体的にこのデータを見ると日本語がある学校は 5.7％です。しかし、普通高校
での割合は大きく、15％です。【スライド⑤-6】
　全体的に普通高校は 1万 3,500 校、専門学校はそのぐらいですね。日本語が
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ある高校は 9.7％。普通高校の割合はだいたい 15％です。【スライド⑤-7】
　インドネシアの高校で教えている外国語は、英語以外です。一番は日本語です。
そして、ドイツ語、それから、アラビア語、中国語、フランス語、韓国語も教え
ます。【スライド⑤-8】
　それから、インドネシアの学校の学年暦についてです。インドネシアの学校は
2学期がありまして、1学期は 7月から 12月までで、2学期は 1月から 6月ま
でです。【スライド⑤-9】それから、普通高校および専門学校の生徒の専攻は 3
つあります。それは語学系と社会系、最後は科学系です。【スライド⑤-10】
　生徒の学習の時間、生徒たちはどのくらい勉強するかを説明したいと思います。
1週間に、1年生は 3コマ、2年生は 4コマ、3年生は 4コマ、だいたい 1コ
マは 45 分です。【スライド⑤-11】それで、1週間に何時間ぐらい勉強するか
を見てみますと、1年生は3コマで3掛ける45分で135分。2年生は180分。
3年生は 180 分。【スライド⑤-12】つまり、1年生は 90時間、2年生は 120
時間、3年生は120時間です。合計で、3年間で合格して、生徒たちは330時間、
日本語を勉強します。【スライド⑤-13】
　私は、このシンポジウムのために調査しました。WhatsAppを使って、まず、
インドネシア教師会のネットワークのメンバーに記入してもらいました。そして、
日本語教師は生徒に記入してもらいました。調査の概要は次のとおりです。【ス
ライド⑤-14】
　この調査は 2018 年 12 月の 10日間くらいです。まず、この調査は教師のた
めの調査です。該当者は 165人です。【スライド⑤-15】
　最初の質問は、どの学校で日本語を教えていますか。これは、さっきの 3つ
ありますが、普通高校、専門学校と宗教高校で、一番多いのは普通高校です。そ
れから、専門学校、宗教高校です。【スライド⑤-16】次の質問です。学校でど
んなカリキュラムを使っていますか。インドネシアには、2006 年カリキュラム
と2013年カリキュラムがあります。この違いは、2006年カリキュラムは文法
の知識を重視するカリキュラムで、2013 年カリキュラムは、コミュニケーショ
ン重視、can-do の考えをとりいれたカリキュラムです。回答を見ると、93.3
％が 2013カリキュラムを使っています。【スライド⑤-17】
　そして、どんな専門で、どの専攻で教えていますか。日本語教師は、いろいろ
な専攻の生徒に日本語を教えていることがわかります。一番多いのは、科学系・
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社会系で、次が語学系でした。そのほかに、専攻外科目、つまりカリキュラムに
ない科目として日本語を教えていたり、日本語クラブで日本語を教えたりもして
います。日本語クラブで、日本語だけじゃなくて、例えば文化とかも紹介してい
ます。【スライド⑤-18】
　そして、日本語を教えるとき、21世紀型スキルを入れますか。今の 2013 年
カリキュラムは 21 世紀型スキルも入れます。だいたい 81.8％の教師が 21 世
紀スキルも導入しています。【スライド⑤-19】皆さんもご存じだと思いますが、
21 世紀型スキルの 4つは、「Critical�Thinking」、「Creativity」、「Communi-
cation」、「Collaboration」です。【スライド⑤-20】
　そして、高校卒業するときに生徒のレベルはどのくらいかも調査しました。だ
いたい JF スタンダードのA1が N5に合っていると聞きました。だいたいレベ
ルはちょっと低いですから、だいたいがスタンダードがA1、もうちょっと成績
がいい生徒はA2もいます。【スライド⑤-21】JLPT の場合は、だいたいN5で
す。A1 はこのぐらいです。【スライド⑤-22】A2 がこれです。【スライド⑤
-23】JLPT は N5とか、頭のいい人はN4に合格するかもしれません。【スライ
ド⑤-24】
　日本語を勉強したい生徒は、学校以外であれば、日本語コースを受ける生徒も
います。
　生徒の勉強の希望です。生徒の日本語のモチベーションは高いですか。どのく
らい。だいたいこのぐらいです。77人は一番多いですね。高いのが33人でした。
【スライド⑤-25】
次に、インドネシアの高校生の回答を見ます。先ほどご説明したとおり、わたし
が行ったアンケートに協力してくれた日本語教師が、生徒にアンケートをしてく
れたものです。2342人が答えました。【スライド⑤-26】
　まず、どこの学校に通っているかを質問しましたが、答えは、普通高校が一番
多いです。そして、専門学校と宗教学校です。【スライド⑤-27】
　学校で日本語を勉強していますか、については、だいたいみんなほぼ 100％、
日本語を勉強しています。【スライド⑤-28】
　次に、生徒の日本語を勉強するモチベーションについてです。日本語でコミュ
ニケーションができるがもっとも多いですが、日本のことがすき、日本で勉強し
たい、日本で働きたいという回答も多いです。一番面白いのは、次ですね。日本
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い」と答えた人の理由は何かを見てみましょう。留学を希望する理由に、日本の
教育の質をあげる生徒は 66.6％いました。奨学金のチャンスがあるとことや、
大学卒業後のキャリアに希望がもてるといった回答もあります。【スライド⑤
-32】
　反対に、「いいえ」と答えた生徒は、日本語力や生活費を心配する声が多いで
すが、そのほかに、日本の情報がたりない、日本での生活に心配があるという声
もあります。【スライド⑤-33】
　次は、日本の大学に入学する前に日本語を勉強する必要がありますかに対する
答えは何か。「必要」が約 92％で「必要はない」が約 8％でした。【スライド⑤
-34】「必要」と答えた人の理由は、「コミュニケーションがうまくいけるように」
「日本ではほとんど日本の方は日本語で話しているから、日本語を勉強しなけれ
ばならない」そして、「カルチャーショックを受けないように」「日本と関係があ
ることを先に理解できる」。そして、「日本語は漢字とひらがな、カタカナがある
から、早めに勉強したほうがいい」というものでした。【スライド⑤-35】「必
要はない」と答えた人の理由は、「グローバル時代なので英語でもコミュニケー
ションができる」「自分で勉強ができる」、今はオンラインで勉強することができ
ますね。そして「不便」「お金がかかる」でした。【スライド⑤-36】
　次に、言葉以外に日本留学に何が要りますか。一番多いのは、「日本の日常生
活と文化の知識」でした。これはとても要りますね。【スライド⑤-37】
　次は、この話をまとめたいと思います。まず、インドネシアでは日本語が一番
人気があります。日本語教師は、日本語の勉強に希望が高いです。それから、日
本に留学したい生徒も多いです。【スライド⑤-38】しかし、日本の情報はあま

の方と結婚したい。そう答えました。
【スライド⑤-29】
　次は、高校を卒業してから大学で
日本語の勉強を続けるかを質問しま
した。「はい」と「いいえ」の答え
があります。【スライド⑤-30】
　日本へ留学したいですか。だいた
い半分以上、58.7％が「はい」と
答えました。【スライド⑤-31】「は
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り受け取れません。そしてサポートが欲しいと思っています。例えば、インドネ
シアに来て大学を紹介してほしいです。具体的にキャンパスのことを説明してほ
しいです。それをすると、きっとインドネシアから留学する学生がもっと多くな
ると思われます。【スライド⑤-39】
　どうもありがとうございました。【スライド⑤-40】
○丸山　ゼニ先生、どうもありがとうございました。ゼニ先生には、このシンポ
ジウムに合わせて行った調査結果についてもご報告いただきました。ありがとう
ございました。
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【スライド⑤-2】

【スライド⑤-1】
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【スライド⑤-4】

【スライド⑤-3】
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【スライド⑤-6】

【スライド⑤-5】
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【スライド⑤-8】

【スライド⑤-7】

13. 500
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【スライド⑤-10】

【スライド⑤-9】
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【スライド⑤-12】

【スライド⑤-11】

1 3 45 135
2 4 45 180
3 4 45 180

1
2
3
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【スライド⑤-14】

【スライド⑤-13】

WHAT’S APP

1 90
2 120
3 120

: 330
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【スライド⑤-16】

【スライド⑤-15】

/ /
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【スライド⑤-18】

【スライド⑤-17】
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【スライド⑤-20】

【スライド⑤-19】

C
(critical thinking)
(creativity)
(collaboration)
(communication)

21
C
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【スライド⑤-22】

【スライド⑤-21】

JF A 1 A 2
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【スライド⑤-24】

【スライド⑤-23】

=

=
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【スライド⑤-26】

【スライド⑤-25】

6.
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【スライド⑤-28】

【スライド⑤-27】
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【スライド⑤-30】

【スライド⑤-29】

3.
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【スライド⑤-32】

【スライド⑤-31】

5 A.

5. 
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【スライド⑤-34】

【スライド⑤-33】

6. 

5 B.
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【スライド⑤-36】

【スライド⑤-35】
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【スライド⑤-38】

【スライド⑤-37】

.
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【スライド⑤-40】

【スライド⑤-39】

.


